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消火用の水を
十分に準備する

たき火や火入れは
複数人で行う

乾燥・強風の日は
火を使わない

たばこの投げ捨て
火遊びは絶対にしない

使用後は
完全に消火する 火から目を離さない

消防庁統計資料に基づいて作成

林野火災の月別出火件数(令和２年〜６年の平均)
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１～５月の
火災件数

およそ70％全体の

林野火災を防ぐポイント

▲市ホームページ

▲電子申請フォーム

　
野
焼
き
と
は
、家
庭
や
仕
事(

農
業
を
含
む)

で
出

た
ご
み
を
野
外
で
焼
却
す
る
行
為
の
こ
と
で
す
。

　
原
則
、野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
が
、一
部
例
外
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、例
外
で
あ
っ
て

も
近
隣
住
民
の
迷
惑
と
な
る
場
所
や
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
た
場
合
に
は
、中
止
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
野
焼
き
を
行
う
際
は
、菊
川
市
消
防
署
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
出
は
、行
為
を
許
可

す
る
も
の
で
は
な
く
、野
焼
き
の
目
的
や
責
任
者
、

内
容
な
ど
を
把
握
し
、万
が
一
の
際
に
消
防
活
動
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　
届
出
の
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、電
子
申
請
や
電
話
で
の
届
出

ま
た
は
申
請
が
可
能
で
す
。

　
林
野
火
災
は
、ほ
ん
の
わ
ず
か
な
油
断
で
も
発
生

し
ま
す
。
屋
外
で
の
火
の
取
扱
い
の
際
に
は
、次
の

表
の
点
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
消
火
用
の
水
の
準
備
は
重
要
で
す
。
屋

外
で
の
火
の
使
用
の
際
は
、そ
の
規
模
に
応

じ
た
水
を
十
分
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、林
野
火
災
注
意
報
や
林
野
火
災
警
報
が
発

令
さ
れ
て
い
な
い
と
き
で
も
、乾
燥
し
て
い
る
と
き

（
予
想
さ
れ
る
と
き
）に
は
、屋
外
で
の
火
の
使
用
を

中
止
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　林野火災は、年間を通じて発生しています
が、年明けから大きく増え始め、特に１月か
ら５月にかけての時期に多く発生する傾向が
あります。この時期は、降水量が少なく、空気
が乾燥し、強風が吹くという、火災が発生し
やすい気象条件が重なっていることが一因と
考えられています。
　実際に、令和２年から令和６年の全国の月
別出火件数の平均を見ても、出火件数のおよ
そ７割が１月から５月に集中しています。

１月から５月は林野火災が多く発生する季節

例外として
認められている行為
農業のためのわらの焼却
キャンプファイヤー
どんど焼き　　　　　など

火の燃え広がりを
防ぐために、

火を付ける場所以外に
事前に水をまくのも

効果的！

　　　　数字で見る火災Ｔopics

野焼きのルールと注意点


